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Synopis 

In cler subalpinen Naclelwaldstufe Japans find巴n sich von Nacl巴lwalclfr巴ie

Flach巴nan Lawinenbahnen, s巴itlich von Schutthalclen, rings um Schneealchen 

uncl an Windeclぽ 11.日巴werdenvo11 Stauclenfluren und slaudcnreichen Cebi.ischen 

besiecle l t. 

］〕1estauclenreich巴nDirk巴n-,Erlen・uncl'vVeiclen-Gi.ib品schewurclen bereits ( OllllA 

1973) syntaxonomisch behanclelt. An clieser Stelle wircl Uber die iibrigen 
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Gesellschaften cler japanischen subalpinen Stauclengebilsche berichtet. Die 

japanischen subalpinen Stauclenflur巴nund Stauden G8bilsche entsprechen elem 

europaischen Betulo Adenostyletea BR.-BL. 1948. 

I. Zentral Honrhu 

Betulo ermanii-Ranunculetea acris japonicae 0HsA 1969 

Trollio・Ranunculetaliaacris japonicae 0HsA 1973 

Trollio・Ranunculionacris japonicae 0HBA 1969 

a. Saussurea nikoensis var. sessiliflora-Angelica pubescens var. ma-

tsumurae-Ass.-Gruppe nov. 

Kenntaxon: Saussurea nikoensis var. sessilz了fora.

Areal: Zurn Japanischen Meer-Seite gerichtete von Zentral-Honshu. 

1. Cirsium otayae-Aconitum senanense-Ass. Suz.-ToK. et NAKANO 1965 

Syn. Calamagrostideto・Ranunculetumacris Y AMAZAKr巴tNAGAI 1961 

(tab. japふ

Saussureo-Angelicetum Pubescentis matsumurae OrrnA 1967 

(tab. jap), M1vAWAKr et al. 1968 (tabよ MrYAWAKI,0HBA et OKUDA 

1969〔tabふ

Cirsio matsumurae-Angelicetum pubescentis SucANUMA 1970 

(tabよ

Kenntaxon ・ Cirsium otayae. 

Areal: Hida Gebirge uncl Hakusan-Kette. 

2. Cirsium furusei-Saussurea nikoensis var. sessiliflora-Ass. nov. 

Kenntaxon: Cirsium furusei. 

Areal. Kiso Gebirge. 

b. Saussurea triptera var. major-Angelica pubescens var. matsnmurae-

Ass.-Gruppe nov. 

Kenntaxon: Saussurea trzρtera var. major. 

Areal: Akaishi-Gelコirgeuncl Yatsugatake Kette. 

1. Cirsium senjoense-Angelica pubescens var. matsumurae-Ass. 

( 0HsA 1969 n. n.) nov. 

Syn. Ranunculus acris-Deschampsia flexuosa-ass. YA~IAZAKr et 

UEMATsu 1963 (tab. japふ

Betula ermanii-Calamagrostis sachalinensis-ass. YAMAZAKI 

et U日入TSU(tab. jap.). 

Saussurea triptera-Angelica pubescens var. matsumurae” 

Ass. OmiA in MrYAWAKI 1967 (tab. japふ p.p. 

Artemisio・Ranunculetum AsANo 1968 (tabふ p,p. 

Hemerochallio・TrollietumAsANo 1968 (ta！〕〉．

Ranuncul-Trollietum AsANO 1968 (tab.〕．

Kenntaxon. Ciァsiumsenjoense. 

Areal: Akaisbi-Gebirge. 
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2. Cirsium yatsugatakense心alamagrostissachalinensis-Ass. nov. 

Kenntaxon: Cirsiuin yatsugata!?ense. 

c. Sanguisorba hakusanensis-Calamagrostis longiseta var. longearis-

tata-Ass. nov. 

Kenntaxon. Sanguisorba ha!msanensis. 

Areal. nordliches Hicla-Gebirge. 

d. Sanguisor ba kishinamii-Calamagrostis longiseta var. longearista ta・

Ass. nov. 

Kenntaxon: Sanguisorba /?ishinainii. 

Areal: Serpentin-Gebiet im nり1・dlichenHida-Gebirge. 

巴.Fritillaria camtschatcensis-Arnica unalascensis-Ass.’Gruppe nov. 

Tab. 9. 

Kenn-u. Trenntaxa ・ Fritillaria camtschatcensis, Arnica unalascensis 

(cum var. tschonos!?ii), Carex hak!wdensis, Anaρhalis alρicola, 

Heloni。ρsisoη・entalis,Shortia soldanelloides var. alρina. 
Areal. Zentral-Honshu. 

1. Fritillaria camtschatcensis-Artemisia sinanensis-Ass. ( OHBA 1969 

n. n.) 

Syn. Artemisio・Ranunculetumacris AsANo 1968 (tab.) p. p. 

Kenn Ll. Tr巴nntaxa:Carex socita, Euρhrasiαmatsumurae, Taアαxacu1冗

yatsugata!?ense, Geran』um eriostemon v. onoei, Anthoxanthum 

odoratum v. furumii. 

Areal・ Akaishi 

2. Peucedanum multivitt乱tum-Trautvetteriajaponica-Ass. nov. 

Syn. Fritillaria camtschatcensis-Potentilla matsumurae-Gesell” 

schaft M1YAWAK1, 0HBA et 0KuuA 1969 (tabふ

Tr一巴nntaxa. Trautvetteァia jaρonica, Peucedanu1何 multivittatum, 

Tilingia ajanensis, Carexβavocusρis, Coρtis ti ifol ia. 

Areal ・ Hida-und Kiso Gebirge. 

f. Glyceria alnasteretum-Athyrium alpestre-Ass. nov. 

Syn. Athyrium alpestre-Glyceria alnasteretum-Gesellschaft M1YAWAK1, 

0HBA et 0KUIJA 1969 (tabふ

Kenntaxon: A thyrium a！ρestre. 

Areal: Hicle-Gebirge, Asahi-Bergkette und Hokkaido. 

g. Senecio takedanus-Hedysarum viciodes-Ass.-Gruppe nov. 

Kenn・Ll.Trenntaxa ・ Scabiosa jaρon』caz人αJρina,Artemisiαρedunculosα3 

Sesel』 libanotis o. al戸ina, Leonto/Jodium ja戸onicu1仰 v.shiroumen-se, 

Senecio talwda111,is, Care.¥・ subumbellata u. uerecuηda, Astragalus 

secundus, Astragalus shiroumensis, G'entianellαtakedai, Festucaアubra

SSρ.， Tiling』a tachiroei. Saxifraga cherlerioides v. rebunshiriensis, 

Hedysαntin vicioides. 

25 
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Areal : Zentral-Honshu. 

1. Hedysaro”Astraglaetum mem branaceae AsANO et Suz.-To＂・1967,

Tab. 10. 

Syn. Poa glauca v. kitadakensis-Carex scita-Ass. 0HBA in M1YAWA1;1 

1967 (tab. jap.) 

Carici scitae-Hrdysareturn vicioides 0HBA 1969 11. 11. 

Ranunculo・TrollietumAsANo 1968 (tab.) p. p. 

Kenn-Lt. Trenntaxa: Paa glauca 1人 hitada!?ensis,Aconitum hitada/wn-

se, Artemisia hitadahensis, Orchis jooiohiana, Carex scita, Gentz二

anoρsis furusei. 

Areal: Akaishi Gebirge. 

2. Carex scita var. brevisquama-Hedysarum vicioides-Ass. nov. 

Trenntaxon: Caγex scita v. brevisquama. 

Areal . Hida-Gebirge. 

lま じ め

本報は先に取りまとめた日本の広葉革本を多くともなった亜高山広葉低木群落の群落区

分 （大場1973）に引きつづくもので， 日本の亜高山帯から高山帯の下部にかけて発達して

し、る広葉草木を主とした草原（広葉草原〉の群落区分を取り扱った。日本の亜高山広葉草

原については既に中野1944，鈴木時夫他1956，鈴木 ・中野1965，鈴木 ・浅野1967，鈴木他

1972，菅沼1970などによって研究されている。著者も大場1965,1967，宮脇 ・大場他1968,

宮脇 ・大場 ・奥田1969などにおいても記す所があった。これらの報告はブラウンーブロン

ケ博士を源とする植物社会学を基としながらも必ずしも一致した結果を得ている とはいい

難い。その原因の最たるものは，これらの研究の多くが特定の山域や山群にのみ終始し，

広域的な比較に欠けている所にあることはあれ、を入れなし、。植物社会学なかんずく植物群

落分類学が複雑多，，皮でしかも纏綿として連続する植生の体系的理解を目標に統一原理をも

って群落を抽象しようとするものであれば，一地域における詳細な研究と同時に，同質群

落の広域的比較が鋭く追求されなければならなし、。著者が日本の高山及び亜高山の植生の

調査を開始した1962年より既にかなりの年月を経たが，なお上記の前提を満し得るには至

らない。しかし“日本の植生日〈原色科学大事典3）が一般に流布されている現状を考える

と，同書に仮に発表した群落を基礎を与えられないままに放置しては責任を全うする所と

はならないので，これまでの資料を綜合して現段階における見解を示すこととした。

日本の高［_l［・ 亜高山の諸植物群落のうち広葉草原、は最ーも多機な分化を示し，その全休を

一度に紹介するだけの紙面が与えられていないのでまず本州中部山昏の広葉草原について

j主べ，次段で東，／［，北海道を1/7.り扱L、完結させる予定である。

本報を取りまとめるに当って温い御指導を賜った Prof.Dr. R. TUxENに仁、から感謝の

念を捧げたい。

野外調査に当って御支援をいただいた高橋秀男， 故村瀬信義，小'l'i"i康治，宮地俊門， ft
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Ji主文信，青砥航ゆく，菅原久夫の諸氏，また組成表の作成に協力された有吉文子氏に厚く御

礼申しあげる。

I. E高山広葉草原の概観

亜高山広葉草原とは，本来針葉樹林の成立すべき亜高山帯において， 雪崩，崩峻などさ

まざまな森林の成立を妨げる要因の作用によって針葉樹林の生じ得ぬ場所に生ずる広葉草

木を主体とし ， Ii ］＇に Jl~ :i'.i~低木の点在する平原のこと を しづ 。 針葉樹林の111盛に繁茂する亜

高山帯の中部や下部には少なし針葉樹林の勢力の衰える亜高山帯上部に多く 出現する。

その頻出する所は，いわゆる“ダケカンパ，r’と称されるゾーンに一致する。また広葉草
原は， 沢ぞい，崩i衷士山3 雪国，雪渓周辺にそって高山帯下部にまで達し，時に高山帯の氷

食カーノレ地形などにおいて広い而積を占めている 。 Ji~葉草原を構成する植物は丈の高い植

物が多く，種類も豊富で，それらの開花時期には極めて著しい季観を呈するから， 一般登

山者から“お花畑”と呼ばれ， 日本の高山植物群落の代表として認識されるに 至ってい

る。しかし広葉草原の本拠はあくまで亜高山帯にあることは日本の山岳よりも規模の大な

るヨーロッパその他の高山と比較しても明ら‘かである。

亜高山広葉草原は亜高山針葉樹林にともなう土地的な植物群落であるから，亜高山針葉

樹林の発達する地域に多く見出される。日本海に面した多雪山地の如く，亜高山帯に針葉

樹林が欠けるか，或は発達が不良の地域でも広葉草原が存在するが， 一部地域を除いてそ

の発達は良好ではない。

亜高山広葉草原は針葉樹林（日本海岸山地て‘はそれに替わるミヤマナラ等の広葉低木

林〉の倣’私ーする立地に生ずるのであるから，その発達は針葉樹林の発達を阻害するような

要因を多く持つ山地， 特に急傾斜の壮年期の山地に多く生じ，おだやかな山容を示す山地

には少ない。

針葉樹林の成立すべきゾーンにおいて， 草原化をもたらすような要因寺仮に草原化要因

と呼ぶとすると、草原化要因は一種類ではなくーケ所の広葉草原に対しても数種の草原化

要因が複合して作用していることが少なくなL、。そのような草原化要因として挙げられる

ものには雪崩，崩l丸残雪の長期滞留（雪’回〉，風衝などがあり 3 これらの外力の起因すると

ころとして急斜面，カール地形，特定の基岩，積雪の不均衡をもたらす地形〔偏西風に直交

する山稜など〉などが挙げられる。従って亜高山帯の広葉草原は，雪崩草原，崩壊地周辺

草原， 雪田周辺草原，風衝草原の四種に区別しうる。しかしこれ等は相互に連絡があり，

Jjj]J衷地は必然的に雪崩の頻発する所でもあり 3 雪国周辺草原は雪崩のデブリの集中する所

でもある。しかし広東草原の種類組成はこれらの区分によく対応しており広葉草原の形成

要因別の区分としては有効である。このうち風衝草原 （風街地の広葉草原〉はカラ フトイ

ワスゲーヒゲハリスゲ群綱に集約される高山帯の風衛草原（大場1974）とは異なり，日本

海沿岸の多雪環境と結びついて出現する独特なもので，日本あるいは世界の亜高山広葉草

原としては特異例に属する。しかし亜寒怖の海岸特に海崖に出現する広葉草原、はこの亜高

山風衝広東草原と近似の相観と種類組成を持っており，日本の多雪山地のものは亜寒帯多

活I気候 ｜ごの海崖草原に連接するものであるかも知れない。日本ではそのような海岸型の亜

'.J)E帯草原は干し文島において顕著に見ることができる。

石灰岩，超i記基性岩など，特別の基岩が広葉草原の形成にとのように作用するかは必ず

しも明らかではなL、。ヨーロッ パでは一般に石灰岩の山地には広葉草原の発達が悪いが，

27 
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これは主として乾燥しやすい土壌条件にその原因のf.: "1~. があるように凡え る 。 ll本では基

'i ；の；j診 ~~~l； は化学的成分よりも，むし ろ風化JV-~思しやすい ＇（ ； 石の1、には広史草原がよく発達

し，そうでない所では森H、の発達にさまたげられて少なくなるなど，j二として基岩の物理

的性質に起因するものが多L、。しかし白馬岳周辺と夕張岳てーは紐Ji.』i基性岩上にのみ特有な

群集が記録された。 ・)3超J1,；（基性岩地として名高い早池峯山にもかなりJ1:1,、面積にわたっ

て雪崩草原が生じているが，この広東草原中 lこは趨Ji，；［~！~性岩特有の刷物は全く入りこんで

L、ない。

亜高山広柴草原は一般に高さ50～BOcm程度の密集した群落を形成するが，崩壊地周辺草

原では植被度が低下し，時には20勿程度を示すこともある。また雪田周辺草原では生育期

間が短縮しているために群落高が低下し30～4QcmH＇皮に止まることが多い。雪崩草原では
雪崩の作用する程度によってはダケカ ンパが点生し， 場合によっては疎生したタケカンパ

林の外観を呈するに至る。しかしオオパタケシマラン ミヤマハンノキ群目に属するダケ

カンパ群落とは種類組成によって明｜僚に区分できる。しかしこの二つのダケカンパ林は相

互に相按して生ずることが多く， 広史草原の環境が安定化すれば〈草原化要因が弱まれ

ば〉 次第にダケカンパHY務 （オオパタケシマランーミヤマハンノキ昨日の〉に移行するこ

とは明らかで，広葉草原とダケカ ンパを中心とするJt:柴低木林は空間的，時間的に相接し

た存在である。

亜高山広東草原は，特に雪崩草原、は，冬期に植生の地ヒl'il）が完壁に品Ir倒，圧倒されてい

るので， 春季融雪直後には極めて開放的景観を示している。また広葉草原を梢成すか：｜コ～

高茎の草木も本来の生産構造を展開するのに少なくとも 2週間以上を必要とするから， そ

の聞に，いわゆるス プ リ ンク＼エ フェメアに対応する地中植物や＂＇I~緑小型草木 （ シ ョウ ジ

ョウパカマのよう な〉の展開によって初夏の季矧が形成される。これらの植物は盛夏には

高さ10～15Cm内外の草木第二）習を密に形成するに宅る。この了l木第二J<?iを形成する主要な
楠物はキパナノコマノツメ，サンリンソウ 3 ヒメハナワラビg ショウジョウスゲ，キ イト

スゲ，ショウジョウパカマ， コイワカガミ ，イワハタザオ， ミヤマハタザオ，ハクサンハ

タザオ，オクノカンスゲ，クログモソウなどを挙げることができる。これらの草木第二屑

の種類は表日本と裏日本とでかなり ：'Hなった間矧組成を示す。それについては各論におい

てふれるであろう。

雪崩草原においては草木の植被が二重で地表｛fl)に到注する光は組めて~'.JI, 、から ， 地表の

！~.「苔地衣類は貧弱で， わずかにBrachythecium reftexum, Bryu1n roseum, Peltigera 

aphtosaなどが点在するにすぎなL、。しかし1洋治高の低い雪田周辺E芋原，風｛主J草原や，植

i山支の低い崩壊地周辺草原では地表が明るく ，かなりの姉苔央nが~ Iてずる 。 特に風衡を強く

受ける場所の崩壊地周辺草原ではそれが著しく， 11.'iにはRhacomitriumJmやRhytidium

rugosumが密に地表ーをおおっている場合もある

rt入 ~t草原の上層を形成する種類は秘めて多機であるが， 主としてキク利，マメ利，セ リ

利，ゴマノハグサ科，キンポウゲ不｜およびシダ1Jiが，.，.，心で，佑燥しやすい立地ではノガリ

ヤス類の量が増大するつ

土；肢は一般に薄く， また楳が多いカ、，強問なH

L、。また土版今表層はシヨ ウジヨウスゲ，キイトスゲなどの革本第二庖を形成する植物の根

によ って密に占領され， j洋：：－pgの表層を形成する大M・,';r.本の根二葉u-・JiJQ:にそれよりも深い所
のややノレーズで牒質の多い土壌層に展開しているο
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l＝白山 4＝御岳
2＝飛騨山脈 5＝木曽山脈
3＝来鞍岳 6＝赤石山脈
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12 ＝ ~富士山

Das untersuchte Gebi巴tund s巴ineumgrenzenden Berge und Gebirge. 

l=Hakusan (Vulkan) 7=Yatsugatake-Kette (Vulkan) 
2=Hida-Gebirge 8=Myoko-Kette 
3=Norikura dake (Vulkan) 9=Mikuni Gebirge 
4=0ntake (Vulkaの lO=Asama-yama(Vulkan 
5=Kiso-Gebirg巴 11= Chichibu一Kette 
6=Akaishi-Gebirge 12= Fuii・san (Vulkan 
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II. 群集と群落

種類組成の比較によって抽出されたn宇集じ 群集に相当すると考えられるが，未発達あ
るいは資料不充分のため独立性の明らかでない群落は次の通りである。

1. タテヤマアザミホソハトリカブト群集 （表 2,3)

Cirsium otayae-Aconitum senanense-Ass. Suz. ToK. et NAKANO 1965, Tab. 2, 3. 

このj洋集は鈴木 ・中野 (1965）によって，立山および白山から記載されたもので， タテ

ヤマアザミを楳徴種とする雪崩草原である。飛騨山系全般に広く分布し，乗鞍岳，白山に

も産する。また御岳にも分布するものと予測される。白山のものは菅沼 (1970）によって

ハグサンアザミー ミヤマシシウド群集とされたが，菅沼が楳徴種として挙げるハクサンア

ザミはブナ布’に本拠を持つ種類で3 亜高山広葉草原に出現することは稀と考えられ，また

ハグサンアザミ ミヤマシシウド群落として挙げた群落の写真に見られるアザミはタテヤ

マアザミによく 一致する（KlTAMURA1937, Pl.11. Fig. 4.参照〉。 またタテヤマアザミー

ホソノ川、リカブト群集も立山と白山から記載されたことを考えれば， 菅沼 (1970）のいう

ハタサンアザミはタテヤマアザミの誤認と考えられる。従ってハクサンアザミーミヤマシ

シウド群集はタテヤマアザミ ーホソパトリカブト群集の異名lと考えねばならなし、。また山

崎 ・長井 (1961）が越中朝日岳において記録したミヤマキンポウゲーヒゲ ノガリヤス群集

は省Ill告された和名の常在度表が与えられているだけで，著者はこのような発表形式は無効

と考えるからその名は採らないが，内容的にはこれもタテヤマアザミーホソハトリカブト

併集に入るものである。ただ表中にはタテヤマアザミ は見当らないが，他の種類組成から

してやや漏った立地におけるタテヤマアザミーホソパトリカブ川町集と考える。

飛騨山系では亜高山干す上限附近の2400m～2500mあた りのダケカンパ林の頻度の高いゾ

ーンに多く i:U現し，おおむね東向きの直射光の少、い雪崩斜面に多く見出される。礁の移動

しやすいカール斜面やガリーに沿っては時として2700m以上にまで登ることもある〔白馬

岳，立l」l，穂高岳〉が，そこでは広L、面積を占めることはできず，線状に存続するのみで

ある。また大きな雪崩斜面や崖主ft上では1800ut附近まで降 Fすることがある。たとえば岳
沢の岩府流上において2ooom附近に見られる広民草原や， T:'&t高IHJ!El岩下の崖Mt上における

l880m附近まで下降している広東草原などがその例である。

l作落は一般に高さ 50～100cm程度であるが，風衡の5弘、谷地J］；では 1.2 mtこ達すること
もある。また高さ7Qcm程度の草原中に高さ 1.5～2 mtこ達するミヤマシシウドの花茎が抽

出することも広く観察される。群落は特に崩落しやすい所， 大型の際の間隙に発達したも

のなどを除いて 100%の植被を示し，群落上面から地表は伺い見ることができないのが普

通である。うっぺいされた地表部には，スプリング ・エフェメアを形成する低小な革本に

よる革本第二層が存在している。この第二層に多いのはショウジョウハカスオオノtキス

ミレ，キパナ ノコマ ノツメ，キイ lスケ＼ショウジョウスゲ，ウメバチソウ 3 クログモソ

ウ， ミヤマキンバイ，タカネススメノヒエ，エソノヨツパムグラ，イワハタザオなどて1

r＠った所ではオクノカンスゲ、の植被が特に多い場合がある。これらの種類は広東草原以外
の併落にも出現するものばか りであるが， ミヤマチドリや地域は限られるがオオサクラソ
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ウなと広東草原に＇］Dlくj占びついた日m1もとiじている。
群予告：上屈のW；~長 li,(i包めて多Hf；くでy 般に特に侵占する種がなL、。 これらは初夏から II~~夏

にかけて次々 と rm1~ し， 季聞のHI 移が著しし、。 このうち頻度， 被度ともに著しい種類とし

ては， ミヤマシシウド，コバイケイソワ，タテヤマアザミ ，ヒトツパヨモギ，クロトウヒ

レン， ヒゲノガリヤス，ミヤマキンポウゲ，シナノキンパイなどが挙げられる。

タテヤマアザミーホソノ〈 トリカブ卜群集はかなり広し、領域を 15めるので，水分条件，土

J袋表層の安定度，地形の凸［l_lf，斜面の向きなど様々な環境条件に対応して，種類組成と構

成種の量的比率に多様な変化が認められるが， それらは次のような下位単位に集約され

る。

a. ミヤマメシダ亜群集

Subass. von Athyrium melanolepis M 1vAwAK1, 01-rnA et OKUDA 1969 

タテヤマアザミ ホソパトリカブ I-Wf集のうち，主として北～東斜面の陰混な斜面に位

置し， ミヤマハンノキあるL、はダケカンパの広葉草本低木林に隣接する植分は， ミヤマメ

シダ，カラクサイ ノデ，ベニバナイチゴ，オニシモツケ， ミソガワソウ，モミジカラマツ

などの好陰沼地型の植物を持つことによってミヤマメシダ亜群集（宮脇 ・大場 ・奥田1969〕

にまとめられる。これら識別種の多くはダケカンハj伴集に木拠を持つ種て1 ミヤマメシダ

亜群集が，ダケカンパ併集に時空的に隣接する存在であることを示している。鈴木 ・中野

1965のタテヤマアザミ ホソハトリカブ卜併集の表はこのミヤマメシダ亜群集に包摂され

る。また菅沼1970の白山におけるハクサンアザミ ミヤマシシワド群集もまたこの亜群集

に含まれる（表4）。 亜群集名としては乗鞍岳で記載したミヤマメシダ亜群集 （宮脇 ・大

場 ・奥田1969）をJt'j＼、たL、。

ミヤマメシダ亜M集の環境は）91＼背地に当り， if下落上庖の発達が良好で，時には 2mにも

達するミヤマシシウドの花茎なども存在し，そのため地表は著しく附く，草木第二層を形

成するのはオクノカンスゲとクログモソウが＝ド休である、

b.典型亜群集

Typische Subass. nov, 

ミヤマメシダ亜1「千集が1:rr1:1犬の沢地形を占めるのに対し，平坦及至凸状の崖鋭l：あるいはそ

れに類した地形上には典型車群集が位置する。おおむね東～南斜面に発達する典型亜群集

の立地は， 風あたりがやや強く II」｜状の地形と，陳質の透水性の良い土壊と共にやや乾燥し

やすい環境を形成している。草木第二信jにはミヤマメシダ1m1作集のオクノカンスゲと昔っ

てショウ ジョウスゲが普遍的である。

また大礁の多い！~II状奈｜百iでは， li!ji周辺の安定度の高い部分に ミヤマホツツジ p シラタマ

ノギ，ウラジロハナヒリノキなどの低木が生じ，それに混じってダケカンパの先駆的個休

も生えている。このようなが｜而の小｜経起部の植分もミヤマホツツジ変群集として区分でき

る。



Bull. Kanagawa Pref. Mus. No. 7, Marcl1, 1974 

c. タカネノガリヤス亜群集

Su bass. von Calamagrostis sachalinensis nov. 

~I ~型亜nr集と同質で， 特に風あたりの•］1t ＇ 、 乾きやすい糾回にはタ カネノガリヤスが多

く，亜lft集として区分できる。赤石山系のセンジョウアザミーミヤマシシウド群集にもや

はりタカネノガリヤスの優占する他分があるが，赤石｜｜｜系では全体に乾燥した気候のため

に群集全般にわたってタカネノガリャスがと｜±じ，iml作集としては区分できなし 、。

d. コカ ラマツ亜群集

Su bass. von Thalictrurn min us var. stipella tum nov. 

穂高缶東糾而｜の！Ii・沢，肝j武居周辺，tl'T沢などの大形の店主ftあるいは岩府流上の穴型礁の

環境上に生ずる広柴草原は，1800～2300mの低位置にありながら亜高山広東草原の種を多

く含み，タテヤマアザミーホソパトリカプトj作集に同定し得るものである。しかしその位

置からブナナ｜？に本拠を村つ砲が混花し，ブナ哨の高茎草原と亜高iL1広東草原との中間的性

絡も持っているコこれをコカラマツ，ヤマハハコ，アマニウ，クガイソウ，ゴマナ，グン

ナイフウロ，カラフトメンス ノアザミなどの種を識別種としてコカラ マツ亜群集にまと

める。

コカラマツ亜群集の立地は顕著なi擦の必i務移動とうか、雪崩の端末部に当っており，立地

はかなり乱~~！／＇で，大型の礁と礁の間隙に出生的に群拡が形成されている場合もある。 しか

し針良樹林十wの中にあり風 ：~I りは弱いのでj作孫：高は 1.8 mlこも達する場合もある。地下水

imに恵まれている場合にはイワノガリヤスの立が多L、。地表部の草木第二屈はショウジ ョ
ウスゲでi'Ni成されることが多L、。

e. イワオウギ亜群集

Subass. von Hedysarum vicioides nov. 

「l馬岳の大雪渓周辺および地－ff,·周辺の谷に加したJU~fJ：あるいは alluvialcornの上には，

JW客様の影響の強L 、広！；~草原がJムく見出される 。 これは雪崩草原と崩壊地周辺草原との中

間に位置するもので，しかも古川内部では副！雪が遅く， 雪国周辺草原としての性格をも備

えている。この植分はタテヤマアザ ミの欠終などかなり大きな種類組成の差異が認められ

るが，全般的純知組成の比較から本械では，仮にイワオウギ亜群集としてタテヤマアザミ

ーホソノtトリカブトitf集に収容しておく。

f. ヤマヨモギ亜群集

Subass. von Artemisia montana M1YAWAK1, 01rnA et OKUDA 1969 

来鞍岳の海抜約2330mに位置する 大n生池）河辺に形成される 扇状地に生ずる広柴草原
で3 融雪前後又は大雨｜｜守には水浸するものと考えられヒロハコメススキ，エゾホソイ， ヒ

33 



34 大場 ．日本の亜高山広葉草原 l

メカワズスゲの存在が著しし、。この植分もタテヤマアザミーホソノくトリカプ卜lrf.集の特列、

なー形であろう。

前報（宮脇 ・大場 ・奥田1969）ではオオヨモギ亜群集の名を用いたが，オオヨモギはコ

カラマツ亜群集にむしろ多く，本亜群集の名としては適当ではなく，むしろヒロハコメス

スキ亜群集と した方が妥当であるが，いたずらに名称を変更して混乱を招くことを恐れ，

あえてヤマ ヨモギ亜群集の名を残すことにしたし、。

2. ウラジロカガノアザミークロトウヒレン群集 （表4)

Cirsium furusei-Saussurca nikoensis var. sessiliflora-Ass. nov. Tab. 4. 

木曽山脈の亜高山帯の広民草原はl肖十分な調査資料を得ていないが， 全般に飛騨山系と

赤石山系の広葉草原の中間的な性格を持っている。赤石山系と共通するタカネグンナイフ

ウロの存在，飛騨山系と共通なグロトウヒレンなどの存在がそれを物語っている。しかし

タテヤマアザミに代って近似のウラジロカガノアザミ（尚この種については再検討を要す

る）を生ずるのが独特で，独立の群集として扱うのが妥当と考えられる。

調査数がまだ少いので下位単位の区分は尚暫定的であるが， 一応次のように分けること

ができる。

a. 夕、ケカンパ亜群集

Rubass. von Betula ermanii nov. 

崖錐上のやや乾いた斜面に発達し，ダケカンパの疎林の下を広葉草木が埋める形で存在

し，次項で述べるセンジョウアザミーミヤマシシウド群集の一般的状態によく 一致した相

観を持ってL喝 。平均種矧30以上で最も種類に豊み，多彩な季慨を持ってL唱 。

b. イワノガリヤス亜群集

Su bass. von Calamagrostis langsdorffii nov. 

カール斜面に生じ，｛際質が多く沼った環境を好む。タテヤマアザミーホソパトリカブト

群集のコカラマツ亜群集に対応する立地を占めている。

c. 典型亜群集

Typische Su bass. nov. 

やや乾いたカール斜面に生ずる。

d. タカネノガリヤス亜群集

Su basn. von Calamagrostis sachalinensis nov. 

やや乾いた土壌発達の良いl/"11状斜而に生じ，ダケカンパi唖群集に近似した立地を占め，
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地図 3 赤石山系におけるセンジ ョウアザミー ミヤマシシウド群集の分布
a＝典型亜群集
b＝イワノガ リヤス亜m集
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a =Typische Subass. 
b =Subass. von Calamagrostis langsdoffii 
c =Suclass. von Carex fernaldiana 
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36 大場 ：日本の亜高山広葉草原 1

その高海抜地における形かとも考えられる。

タテヤマアザミーホソパ トリ カブ ト群集とウラジロカガノアザミークロ トウヒ レン群集

は日光，上越山地などの近似の広葉草原群落（後報〉と共にグロトウヒレンを区分種とす

るクロトウヒレンーミヤマシシウド上群集にまとめられる。

3. センジョ ウアザミーミヤマシシウド群集 （表5)

Cirsio senjoensis-Angelicetum pubescentis matsumurae (OHBA 1969 n. n.) 

nov. 

赤石山系の亜高山帯全般に広く分布する広葉草原のう ち最も広い面積を占める雪崩草原

はセンジョ ウアザミを共有することによってセンジョウアザミーミヤマシシウド群集とし

てま とめられる。 山崎 ・植松1965のミヤマキンポウゲーコメススキWr集の一部分およびダ
ケカ ンパータカネノ ガリ ヤス群集の大部分はセンジョウアザミーミヤマシシウド群集に一

致する。また群集名と してもこの2つが最も古いが前にも記したように（大場1973a,1973

b）この発表は和名の省略された表が挙げられているのみなのてヰT効な発表と考えられな

いし，名称としても群集内容に適当でないから新名を与えたし、。ヤハズヒゴタイーミヤマ

シシ ウド群集〈大場1967）も有効な発表でなく，またこの群集の概念はセンジョウアザミ

ーミヤマシシウド群集より広く富士山3 八ヶ岳などの近似群落を包指するものであったの

で後述するように上群集の名に残すことにしたい。

浅野1968は赤石山系のE高山広葉草原を北部，中古／），南部の三地域にわけ3 それぞれを

独立の群集としたが3 その標徴種として学げた ものは，タカネヨモギp ハクサンイチゲ3

ヨツパシオガマ，ニッコウキスゲ， タカネヨモギ，スゲの一極（キイトスゲのことか？〉

ハグサンイチゴツナギ，オオノ〈シ ョリ マ， トモエシオガマの各種である。しかしこれらの

種は亜高山広葉草原に；臨めてjムく分布するものばかりで， が石山系の中においても北部，

中部，南部の間で限定的な分布をすることは認められない。例えば光岳附近の広葉草原を

浅野は ミヤマキン ポ ウ ゲーシナノ キン バイ ~r：下集として区分したが，その標徴障であるハク

サン イチゴツナギ，タカネノガリヤス， オオノミシ ョリ マ， トモエシオガマは何れも著者の

調査てやは仙丈， ；lじ岳附近から光岳周辺にわたって広！；）：草原のr/:iIこ広く分布し地理的に分布

あるいは産量が異なるとにたことは認められないし，他のフロラ的研究でもこれらの種類

が亦石山系の一日IIに偏在することは認められない。戊WH968の表には調査区数が挙げられ

ていな＂、が，恐らく調査区が過少にすぎるのがこのような結果をもたらしたものと考えら

れる。このうち タカネヨモギ ミヤマキンポウゲ群集は雪崩管原と雪田周辺草原の2個の

群集を合ーしたもので，その名称は使用てーきず，他のニッコウキスゲーシナ ノキ ンパイ群

集， ミヤマキンポウゲーシナノキンパイj作集も赤イミ山系の中 ・南部のjム民草原に特定的に

使mされているうえに， 名称としても，／f;石山系の雪崩平原を特定するには本州i:J:i部山岳全
般に広1'11する部制をそのぞIに使っており，不適当なので，混乱を避ける意味からセン ジョ

ウアザ ミ － ~ヤ マシシ ウド 1ri＇集の;fl； ：むをりえることにする。 浅町1968にはセンジョウアザ

ミは出現しないが同衣の1-1＇にあろヤツガタケアザ： IJセンジ ョウアザ ミであろうと打リliJさ

れる。

積雪量：がJI~凶11 1 1 系と比，，淡して少ない亦 fl山系では雪崩ぷ1 00の発注はJじ岳草すべりなどモ7

1の例外を除いては顕著でトなし 3崩草原型のμ、出草原は疎開したダケカンパ群躍中に介
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地区I4 本州中部における雪崩型広葉草原群落の分布
クロ トウ ヒレンーミヤマシシウド上群集
1＝タテヤマアザミーホソバトリカブト鮮集 2＝ウラジロカガノアザミーグロ トウヒレン！洋集

ミヤマヒゴタイーミヤマシシウ ド上群集
4 ＝センジョウアザミーミヤマシシウ ド群集 5＝ヤツガタケアザミ ータカネノガリヤス群集
Verbreitung der Staudenfu1en-Gesellschaften, die an Lav-inenbahnen vorkommen. 
Sauusureo nikoensis sessiliflorae-Angelicetum Ass.-Gruppe 
l =Cirsio otayae-Angelicetum 
2 =Cirsio furnsei・Saussuretum nikoensis sessiliflorac 
Saussureo tripterae majoris-Angelicetum Ass.-Gruppe 
4 = Cirsio senjoensis-Angelicetum 
5 =Cirsio yatsugatakensis-Calamagrostietum sacl】alinensis
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イEするか，或は疎生するダケカンパ林の下に展開して，相観的にはダケカンパ林の形態を

持つものが多L、。また三伏11時，北荒川岳などに典型的に見られるよう に，南西町の大崩壊

地とセットになってその反対斜面の緩斜面の風通しの良い斜面に無立木の広葉草原として

展開することが少なくない。これは雪崩草原というよりは一撞の風衝草原であるが，その

基本的種類組成は雪崩草原と異ならないので同一群集として扱う ことができる。

センジョウアザミーミヤマシシウド群集は飛騨山系のタテヤマアザミーホソパトリカブ

ト群集に対応するものであるが，その出現する高度は北岳草すべりなどを除くと一般に高

く2500mを降ることは稀である。しかしその上限も低く2700m附近に止まり，それ以上で

は崩壊士山周辺型，あるいは雪国周辺型の広東草原に稀行している。また本群集は飛騨山系

のタテヤマアザミーホソパトリカブト群集にくらべて気候的， 地形的により乾燥してお

り，開放的な環境を形成している。そのため飛騨山系に比較して陰湿地を好む種が少なく

なっている。特に草本第二層は飛騨山系に多いショウジョウスゲに替わって，より乾燥を

好むキイト スゲが圧倒的に多く，ショウジ ョウノ〈カマ，オクノカンスゲなどの仰った環境

を好む種も欠けている。また聖岳以南と千枚岳附近，北岳周辺においては草木第二層にサ

ンリンソウが著しく多いのが注目される。

現在までの資料では次の3亜群集が区分できる

a. 典型 E 群集

Typische Subass. nov. 

赤石山系の全域に広く分布し，センジョウアザミーミヤマシシウド群集のに，，て酬はi'i.'k:も乾

燥に傾いた環境に生ずる。東南から西南にかけての斜面に多く，亜高山針~＼~樹林の上限附

近である2500mから2600mの聞に集中している。赤石山系の広葉草原の中では最も！ムい白l

積を占めるものであろう。

風通しの良い斜面ではタカネ ノガリヤスが多く混在し， タカネノガリヤス変群集として

区分される。これは飛騨山系のタテヤマアザミーホソパトリカブ卜ir下集の典型車群集に見
られるタカネ ノガリヤス変群集と平行的な現象である。

大日影山の東斜面では赤石山系には数少ないニッコウキスゲの多く混入する植分があ

り，これと近似の群落は点々と光岳にまで存在する。これが浅野 (1968）によ ってニッコ

ワキスゲーシナノキンパイ群集とされたものであろうが， 著者は独立の群集とは考えな

L、。ニッコウキスゲ変群集とするのが妥当と考える。ニッコウキスゲ変群集の立地は， イ也

の典型亜群集の植分に比較すれば糾聞の向きが東にふれていてやや陰淑な傾向がある。お

そらくニッコウキスゲはモミジカラマツ，キンチャクスゲなどと共に，赤石山系の宋i令jJjj

あるいは多雪期のフロラを示すレリックであろう。これと関連して著者は確認していない

が千枚岳の一部の広葉草原中にオオサクラソウが産するというのもその一例となし得るで

あろう。

千枚岳，聖岳， 仁田岳な ξ で主／·~・樹林の上限附近に，谷頭：｜犬の安定し た :in uu にサンリ ン

ソウを多くともなう広栄草原があり，これも典型亜群集中のサ ンリンソウ変l~f'集として区

別できるつサンリンソウ変群集はセンジョウアザミーミヤマシシウド群集の中では，構成

田数，若手落の構造， 土J.J.~ な どか らして最も発注した段階を示している 。 更に古j此 ぎ仙の

プJが弱まればタカネノガリヤスーダケカンパ群集に遷移が進行するものと考えられ， サン
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ソウ変群集の立地ではダケカンパの直径20cm以ヒの伏臥幹を持つ大形の個体が生ずるのが

一般的である。従って遠望すればダケカンハ林として眺められることが多L、。

b. カイタカラコウ亜群集 ． 
Su bass. von Ligularia kaialpina nov. 

聖岳の森林限界附近にあるアザミ畑のぞIを持つ場所は，その名の通りセンジョウアザミ

を多産する広東草原が発達しているが，そのうち沢ぞいの湿った場所にはp イlスゲ，カ

イタカラ コウ，オタカラコク，シモツケソウで特徴づけられる植分がある。これをカイタ

カラコウ亜群集として区分する 。 同様の植分は三伏Iii，~， 百聞洞，熊の平など広く見出され

皆近似の種類組成を持っている。しかしカイタカラコウは更に湿った湧水地，あるいは流

水縁にもサワゴケまJt オオパセンキュウなどと共に生じている。これはヨーロッ パでいえ

ば Montio・Cardamineteaに相当する群落で，著者が先にオオパセンキュウ群綱と仮

称した別個の群綱に所属すべきものである（大場1969）。

c. イワノガリヤス亜群集

Su bass. von Calamagrostis langsdorffii nov. 

北岳の草すべり周辺などの大形の雪崩斜面では， Jよ店主草原、が低く針葉樹林中に舌状に伸

び， 飛騨山系のタテヤマアザミーホソノミトリカブトjPf.集におけるコカラマツ亜群集に対応

する低海抜地の亜群集を構成している。これをイワノガリヤス亜群集とする。ここではイ

ワノガリヤス，オニシモツケ，イタドリ， ミヤマハナシノブなどの存在が目立つ。またタ

テヤマアザミーホソパトリカブト群集の対応亜群集である コカラマツ亜群集と，このイワ

ノカリヤス亜群集にはオドリコソウが共通して出現するのが著しL、。オドリコソウは周知

のように人家周辺の竹林の下ーなどに も多く生えるが，それはL、わゆる史前帰化植物として

移入されたものと考えられ，オドリコソウの日本における本来の生育地は，ここに挙げた

ような亜高山帯の広葉草原の中にあるものとも考えられる。イワノガリヤス亜群集はセン

ジョウアザミ ミヤマシシウド群集のうちにあって， 最も典型的な雪崩草原の形態をそな

え，また最も陰湿な環境に生ずる点、でタテヤマアザミーホソパ トリカフトwr.集に類似して
し、る。

4. ヤツガタケアザミ タカネノガリヤス群集 （表6)

Cirsium yatsugatakense-Calamagrostis sachalinensis-Ass. nov. Tab. 6. 

八ヶ岳火山併は3 特にその南半が地形急しゅんで＇ iJ:11高山広柴草原の発達し得る環境に

乏しいが， Wt岳の；It半から北方にかけては岩壁基部の店主Itよなどにかなり！よく広葉草原が
生じているο この八ヶ岳山群における広柴草原は調査数が少なく ，｜肖不明の点が多いが，

現在までに得られた資料では， 赤石山系のセンジ ョウアザミーミヤマシシウ ド群集に近似

した種類組成を持っている。しかし赤石山系のセンジョウアザミが，八ヶ岳山群ではヤツ

ガタケアザミに置き換わっているのが大きな異点て”ある。ヤツガグケアザミの近似種は｜肖

39 
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下ab. 6. Cirsium yatsugatakense-Calamagrostis sachalinensis-Ass 

(Yatsugatake－阿assiv) 
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分類に不明瞭な所があって，その分布なども確定できないが，仮にヤツガタケアザミーグ

カネノガリヤス群集として区分しておく。これは更に秩父，日光，上越国境山地などの広

葉草原との比較が必要である。

著者の調査例は中山峠と根石岳附近におけるものであるが， 八ヶ岳火山府では， その南

部は表日本的な気候で，北部て、は日本海岸型に近づいたやや多雪の環境となり，フロラの

上にもそれが反映している。従って八ヶ岳山群の北部と南部では！よ柴草原の内容にかなり

の差異のあることも予想される。

センジョウアザミーミヤマシシウド群集とヤツガタケアザミータカネ ノガリヤス昨集と

はミヤマヒゴタイ，カ イタカラコウ等の撞によってミヤ？とゴタイーミヤマシシウド上lit

集にまとめられる。

ミヤマヒ ゴタイー ミヤマシシウド上群集とグロトウヒレンー ミヤマシシウド l::.'/t'f集は＂＇＇
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部日本において太平洋岸気候下と日本海側多雪気候下．の亜高山に並立する広葉草原、群落で

ある。その種類組成は一般にクロト クヒレンーミ ヤマシシウド上群集の方が豊富で，亜高

山広葉草木 低木群落と同様な傾向を示している。両者を比較すると，群集標徴種や， 一

部の下位単位に偏在する種を除くと，クロトウヒレン ミヤマシシウド上群集に出現して

ミヤマトウヒレンー ミヤマシシウド併集には全 く欠けるか，或は存在が限られている種類

として， コパイケイソウ， ヒトツパヨモギ，タテヤマスゲ，ウラジロタデ， ヒゲノガリヤ

ス，ハクサンボウフウなど多数の種があるのに対し， 反対の例としてはエゾヌカボなど極

く少数を挙げ得るに止まる。また草木第ご．層を形成する種類においてもグロトラヒレン

ミヤマシシウ｜、上群集に多く出現してミヤマトウヒレンー ミヤマシシウド上群集に少ない

もσコにショウジョウハカマ，ショウジョウスゲ，オオノ〈キスミレ，オオサクラソウ，オク
ノカンスゲなどがあり，この反対例にはサンリンソウがあるにすぎない。

これは要するに現在においては日本海側の多雪環境の方が表日本にくらべて亜高山広葉

草原の発達，存続に適した状態にあるものと考えられる。ダケカンパやミヤマハンノキの

低木群落に見た如く（犬場1973), j五柴草原においても， かつての赤石山系までをもおお

う多雪環境の下に発展した広葉草原が，その後の表日本山岳の乾燥化に従って，表日本で

は種類組成など群落全体に衰退が起っているものと考えられる。亜高山広葉草原が多湿

（多雪〉環境下によく迎合し，乾燥した非雪地域では貧弱なのは｜世界全般に見られる所で，

アラスカにおける多湿沿岸部と乾燥の内陸自13の対比，アルプスにおける周辺多湿山地と内

部乾燥地域との対比にもよく現れている。

5. カライトソウオーオヒゲガリヤス群集 （表7)

Sanguisorba hakusanensis-Calamagrostis longiseta var. longearistata-Ass. 

nov, Tab. 7. 

飛騨山系の唐松岳から派生する八方尾根は， その中部以下が広大な超l魚基性岩地となっ

て植生， ブロラともに興味深い地域を成している （大場1967）。 この八方尾根の稜線上，

あるいはその東南斜面に見られる崩落しやすい急傾斜の雪崩斜面にはカライトソウで特徴

づけられる広葉草原が存在する。また立山の北に隣接する大日岳の一部でもカライトソウ

の多い広葉草原が見られる。大日十ちていはカ ライ トソウの生育地と趨出基性岩とは関係がな

く，また白山の火成岩地域にもカ ライ トソウが分布する （菅沼1970・表 1）から，カライ

トソウおよびそれを含む群落と基岩との因果関係は明瞭ではない。白馬岳周辺， 立山，白

山の三地域が他の中部日本の多雪地域高111tこくらべて由来の古い植物をよく保存している

こと。 （例えばチョウ ノスケ ソウ〉からカライトソウの存在もそれに並行する遺存的なも

のとも考えられる。

カライトソウを含むJよ民草原は赤石山系のセンジョ ウアザミー ミヤマシシウド群集とや

や似た乾燥しやすい風当りの良い場所に生じオオヒゲガリヤスとショヲジョウスゲが多く

混夜する。この広東草原をカラ イト ソウーオオ ヒゲガリヤス群集として認めることにした

L、。
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Tab. 7. Sangui sorba hakusanens is-Ca lmagros tis l ongi set a 
var. longeaγistata Ass. (Hida-Gebirge) 

Lfd Nr 

Fel d-N「..

I 2 3 ~ 5 
0 0 52 S2 S2 
49 Sl 248 240 247 
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S SSE SC S巳
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6. ユキクラトウウチソウーオオヒゲガリヤス群集 （表8)

Sangnisor ba kishinamii”Calamagrostis longiseta var. longearista ta-Ass. 

nov. Tab. 8. 

白馬岳北方の雪倉岳 鉢ケ岳聞には広い超取基性岩地が存在する。その大部分は牒［！＇！［ てV

1111生は極めてまばらである（ん場1967〕。 このやや緩倍i:i~＋の除原が 吉倉i の i、｜国：iに変換す

る部分に残雪が比較的遅くまで残る凹地形があ り， ここには土壌がやや厚く発達し広葉草

原が見出される。 しかしこの群落中には白馬岳周辺の超J；：基性岩士山に特有なユキクラトウ

ウチソウとシロウマアサツキを生ずるのが特異である。これをユキクラトウウチソワーオ
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地図 5 カライトソウーオオヒゲガリ ヤス群集（1) とユキクラ トウウチソウ オオヒゲ

ガリヤス1洋集（2）の分布
Verbreitung des Sa昭 uisorbohakusanensis-Calamagrostietum〔l).und Sanguisorbo 

kishinamii司Calamagrostietum(2). 
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オヒゲガリヤス群集とする。このj（＇（：集はカ ライトソウーオオヒゲガリヤスj洋集と同じくオ

オヒゲガリヤスを多く生ずるが，その環境は東北斜面で湿っており，乾燥， J町]l!j型のカラ

イトソウ オオヒゲガリヤス群集とは異なっている。ユキクラトウウチソウーオオヒゲ，ガ

リヤス群集は現在の所雪倉岳周辺に限られているが， 白馬岳大雪渓のネ ブカ平附近の~l魚

基性岩地に生ずるシロウマアサツキをともなったやや湿性の広葉草原もユキクラトウウチ

ソウを欠くものの同ーの群集に含め得るものと考えられる。



Bull. Kanagawa P1ef. Mus. No. 7, Mat・ch, 1974 

ユキクラトウウチソウーオオヒ ゲガリヤス群集とカライトソウーオオヒゲガリヤス昨集

は共にクロ トウヒレ ンー ミヤマシシ ウド上jip集に包含される。

6. クロユリータカネヨモギ群集 （表 10)

Fritillaria camtschatcensis-Artemisia sinanensis-Ass. 0 HBA 1969 

n. n. Tab. 10. 

赤石山系の氷蝕カールの東向き斜面には，やや丈の低い広葉草原が広範に見られる。こ

のカール斜面は赤石山系にあっては地形的に最も積雪量の多い部位に当り，初夏かなり遅

くまで残雪が多L、。また東斜面のため日射量が少なく，融雪の遅れと重なって，少なくと

も夏の前半は水分供給の7PIJ沢な環境となっている。この雪国的環境に生ずる広葉草原は，

クロユリ，ウサギギク，タカネヤハスハハコ， シナ ノヒメ クワガタ，イトキンスゲ，コイ

ワカガミなど， 雪国のアオ ノツガザクラ，チンク．ルマ等の群落（チングルマ群綱）と共通

の種群を有し，センジョウアザ ミーミヤマシシウド群集とは相観およひ．種類組成の双方に

おいて異なっている。この雪田周辺型の広葉草原をクロユ リータカネヨモギ群集として認

めることとしたい。クロユ リータカネヨモギ群集はセンジョウアザミー ミヤマシシウド群

集と接する所もあるが，それよりも高標高に生じ，その一般的境界は2600m附近にある。

センジョウアザミー ミヤマ シシウド群集が森林限界附近に本拠を持ち，ダケカンパ林ある

L、はシラビソーオオシラピソ林千Irに介在するのに対し， クロユリータカネヨモギ群集は，

森林限界よりも七部に位置している。

クロユ リータカネヨモギ群集は現在までの資料てψは仙丈岳附近から荒川岳に至る赤石l,, 

系の北半に限られ，それ以南における存在は明瞭ではなL、。

クロユリータカネヨモギ群集は高山帯 下部に位置すると共に，副！雪の遅れがあって，植

物の生活期聞が短かく，地上部の現存量はセンジョウアザ ミー ミヤマシシ ウド群集にくら

べて著しく少なし、。それに関連して土壊の発達も未熟で，礁の存在が著しく，特に急傾斜

で雪崩，崩務の影響の強L、所では櫛被が60%内外にまで低下することが認められる。また

カール地形にくらべて日［！積IJ:1郎 、が，クロユリータカネヨモギ群集は，森林限界附近から

上部の二重山稜，Jilくぼ地形などの局地的に積雪の多い所にも生じている。

本群集は群落高が一般に日cm以下と低く，センジョウアザミー ミヤマシ シウド群集など

に見られる階層分化は明瞭でなく，草木第二層はまばらに形成されるだけである。その種

類としてはキノ4ナノコマノツメが一般的で，他にはイワハタザオ， ミヤマチド リ，ヒメハ

ナワラビなどが生ずる。ただこの草木第二層にホザキイ チョ ウランの多いのは本群集の

つの特徴といえよう。

クロユ リ タカネヨモギ昨集は次の亜群集に区分てοきる。

a. 典型亜群集

Typische Subass. nov. 

仙丈岳から荒川岳にわたって分布する。その典型的な育地として間ノ岳の北沢カール，

荒川東岳の万ノ助カーノレなどを挙げることができる。一部舟くぼ地形に生じて土壌発達の

45 
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Tab. 9 Obersichtstabelle der Fritillaria camtschatcensis-Arn1ca 
una la scens is-Ass. -Gruppe 

a" Fritillaria camtschatcensis-Artemisia sinanensis-Ass 
(Akai shトGebirge)

1 = Typische Subass (vo円 Ohoa,T. l 
2 = Subass von Calamagrostis sachalinensis (von Ohbヨ， T.l 

b = Peucedanum multivittatum-Trautvetteria japonica-Ass 
3 = Kamikochi im Hida”GeDirge <von Ohba, T.) 
4 = Ki so『Gebirge ( von口hba,T l 
5 = Nori kura”dake im Hida-Gebirge Cvon ~.）； yo ·＂ 己 k; ' A., 
Ohba, T. u, O>.uda, S. 196ヲ， Tab.91 

a 

Lf d トj「ー 2 5 
Zah I d Au f九ahme 23 12 23 
1く♀nn-u, T「an口ar十end Ass 四G「uope
＇＂「つica U円ヨ1己SC包円sis(cum v, tschonoski i) IV 1 I I 2 I I I 
ト！ョloniopsisoriental is IV IV 1 III 
S'10「Tiヨ solJanelloicasv alpi-a IV 1 I I III 
ド「iti 11 a• i.; c己~tscna:cens s III IV IV 
Ca「exhヨト＜kode「15is III II 
P.「・apcalis alpicol:. IV ＋ 

Kenn-u T「己nnarie門 d llS J砂
5己目Sし「6己十「iptera v majo「 I/ III 
Carex sci'o IV II 
丁と「axac u円l＂＇十suga十ake門so IV 
G♀「aoi we e「1ostemon v 「ein ii f onoei III I 
'le「O門ic己「，ipponicav shinanoalpin司 III II 
/'.nti1口xanthumodo「己↑l」「，.， v i u「umii III II 
Eup h「asi己 ma十surnu「司自 I III 
Kゥn「，－ u T「巴門na「十end. A♀＇ ・ 
Peuced a円ummultivit十a「um 2 IV 
T口 UTV己十十eri3 jape円ICo I IV 
Til i cg i己 ajと口己門si勺 III 
Veronica nipponicヨ 1 
Cop十15十「ifol iョ II 
?o十号口十ill己 ma十sumc「」守 2 v 
C己「exf lavocリspis 2 I I I 
Kennarten d Ve「ban.iesu. d. Ordnuna・ 
Re円unculusacris v jopo口ic二5 v v 2 
Cき円十l己円2c.ak i門Gi I III III 
Hype「iC',"' kam1sτ口J↑iこ」m (cum v. senanens;;) I ＋ 2 I I 
Trol Ii us「i己d三lil門叫ソ， japo門icus I/ v 
λ「十ε川isirヨ 5 i円司円己「コi-; V II/ 
Poョicc• I or is ＂＇ヨ門 i55υ「，icソ japoηi ca I/ 
G号rani c~ v '":,poη I CU!Tl III I/ 
。「cc,is III v 
'" 6「己C' 1」！日 III III 
Pedi c」｜ yezocno' s II 
Ph I e」m v v 
l. i Ii c刊 Jeo III II 
Gγmnoden i己 coc.opcea III II 
Piccis hie「ecioides・1 olμino II III 
Acoηi tum sec己nense II 
Senecio toked白円υ♀ ＋ 

T「isetum s i bi r i ccm 
Alchemi lie J3po円iこ」 ＋ 

Hョdysと「d円 vi c ioi _;co ＋ 

F色di cc Iヨ「is「号s;ri同 .tov coaspitosa r ＋ 
1¥;t「aoョI-csmemo「弓門3こeuつ r 
bpi Eリ「四 ionョi「odiJt'"'"v pseudojaponicu.τ 
Ix♀「isdentato v I< i <'"J「＇＇＂ π
'le「司十「cm s十omi「lcl＇」m II 
Cとl己mag「ostis lo円 •Ji set司 II 
Koo円司「十end Klasse 

KU •'i臼 x mon"l"anus v v 
V母「己十「umgrandiflorum IV v 
:o己lopI eu「ummu I寸isec十U'1 III ＋ 
Ti I ingia ho lope十aI a IV ＋ 
亡。ηioselinumfilicin」円 I III 
〔：alamao「05十issachal i－口「弓is v 
Glyceria alnas十ere十＇＂・ 1 III 
f円 geI i co pubescens v '" J噌五」「U「ヨヨ r I I I 
C3「exsechal inensis v iulvo III 
Pia十antheraooh 「ydioi o告2' • " L三亡コ円3
l/accinium oval i foll U門 ＋ ＋ 

Pl eu「ospermumc己~t scho" i :", 
Lastrea que「pae「78115is r 
Tripe十alei a b「actea1・0 
Athy「iuπmel anol ep is r 
Mil ium effusum r 
Luzu la 「OS十rai"a
Th己IiC十「um己quiloailoliu’n イト

Beq ~~：：~a「~o v i「gacro己 V つ1gonreo IV v v 
V io Io bi f lo「品 v v II 
D己schamps i a t I exuosa IV I I I IV 
Polypnum vivipa「um v v 
.~nemo門e n日「Ci SS if lo「3 v II IV 
Luzula olioan十ha III III 

Pa「nassiapalustris I II III 

Po I ygonu~ ,.,ey「lchi i v. alpir.u川 IV 
:.;;crnslyl io門onophyI !no II II 

Eotrichiwn lu円己「ia I II 

Corex ble~horicarpa r 
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地図 6 雪田周辺型広葉草原群落の分布

1 ＝ハクサンボウフウーモミジカラマツ群集

2＝ク ロユリ タカネヨモギ群集

Verbreitung der Staudenfluren Gesellschaften, die um Schneetalchen vorkommen. 

Fri tillario・Arnicetumunalascensis Ass.-Gruppe 

1 =Pcucedano multivittatae-Trautvetterietum japonicae 

2 =Fritillario-Artemisietum sinanensis 
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jミい環境ではタテヤマキンパイをともなっている。そこて許は副！子｛後の＊分供給がこかないた

めに互の後半には乾燥が強く p 相似がややまばらでJiY落語iも低L、。これをタテヤマキンパ

イ変群集とする。カール壁のクロユリータカネヨモギ群集が，カール底のアオノツガザク

ラ群落（タカネヤハズノ、ハコ アオ ノツガザクラ群集〉に移行する所ではアオ ノツガザク

ラの混在するj洋落となっている。これをアオノツガザクラ変群集とする。

荒川l岳一帯のカーノレ地形で商にふれた糾而にクロユリータカネヨモギ群集が存住してい

る。荒川岳一帯は赤石山系が南北に伸びる梢j宣で，カーノレ地形も主としてその東側に形成

されているのに対し，ここではその主稜線に直交する形で東西方向に支稜が走っている。

そのため氷蝕カールがこの支稜の両側に形成され，そこにクロユリ タカネヨモギ群集が

生じている。それらの一部は南向きの急斜面にあって崩壊地型の広葉草原とも隣接し，そ

の構成種であるタカネ コウリンカ， ミネウスユキソウ，イワオウギなどが混入している。

これを ミヤマヌカボ変群集とするの

d. タカネノガリヤス亜群集

Subass. von Calamagrostis sachalinensis nov. 

クロユリータカネヨモギ群集のうち，土壌の発達が比較的良好で，しかも風あたりの強

L、斜面ではタカネ ノガリヤスの多い植分となっている。これをタカネ ノガリヤス亜群集と

する。タカネノガリヤス亜群集の立地は，おおむね雪崩斜面の上半部あるいは舟くぼ地形

などを占め，環境およひ．種類組成の両国からセンジョウアザミーミヤマシシウド群集に近

い性格を持っている。このうち北岳の草すべり周辺と塙見岳のカール斜面のものは特にセ

ンジ ョウアザミーミヤマシシウド鮮集に近似している。これをミヤマシシ ウド変群集とす

る。また仙丈岳の喝ノ背の舟くぼ地形を中心に見られるものは生育前期の多湿と後期の乾

燥とのコントラストが強く，比較的疎な植被を示している。これをタカネスズメ ノヒ エ変

群集とする。

8. ハクサンボウフウ モミ ジカラマツ群集 〈表 11)

Peucedanum multivittatum-Trautvetteria japonica-Ass. nov. Tab. 11. 

飛！日F山系では積雪量が多いために雪田環境と雪崩1；存J京などの広葉草原環境との分画が明

瞭で，赤石山系におけるようなカール斜面における広葉草原の発達は良くない。赤石山系

のクロユリ タカネヨモギ群集に対応する環境は飛騨山系では次項で述べるオクヤマワラ

ビの群落に占められ， 融雪後に乾燥期を長く持つような雪田周辺型の広葉草原は併であ

る。ただ飛騨111系の1¥1111）の穂高岳周辺，来一鞍岳，あるいは木間駒ヶ岳などてvは二重111稜な

どの凹地にクロユリータカネヨモギJrYi集に近似したJr下治が見出される。このi洋部は基本的

組成はクロユリータカネ ヨモギ群集と同一であるが， 1=1本海側多雪山地に特徴的なハ クサ

ンボウフウ，シラネニンジン，モミジカラマツ， ヒメクワガタ等の最が多く， ハクサンボ

ウフウーモミ ジカラマツl洋集として赤石山系のクロユリータカネノガリヤス群集に対立す

るものとして扱うことができる。この群集は乗J限岳の山上に多いNJ］（（｛周辺や平／＇.！.／地には著

しく 多く3 先にク ロユリーミヤマキンパイn下京として報告した (7吉，・1協・大場 ・奥田1969）。
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Lfd目 Nr.:
Feld-Nr.ー

Tab. 11 Peucedanurr rnultivittatu町一Trautvet teri a japoni ca-Ass 

(Hid-Gebirge) 

Mee「esnohe {m) 
Expcs i十iOQ
Ne 'gun日（、’） っ
GroBe d目 Probe千i'che{ m』）

Ve日eta↑ionsbedeckung ｛完）

八「十enzahI 
Kenn-u Trcnnar十end Ass. Gruooe 

Arn'°' una I ascens is v ↑schoncsk i ' 
Sho「十'3 so I daoe I I。，des v a Ip i na 
Carex hakドcdensis 
A門aphalis alpicola 
ドenn-u Trennarte門 d.1¥ss • 
Cop十lSすri fol i a 
Veronica n i ppon i ca 
T「au十ve十十eriajaponica 

Ti I ingia ajanensis 
Peucedanum mu l十lv i十十a十＂＇＂
ドAnnar十end. hoheren E i nhe l↑en 
Ranunculus ac' is v nippon,cus 

Hype「icurr kam十scha十icum 
Gen↑i ana ma.Iくinci 
Geranium yesoense v. n' pf on i cum 
Ti I ing'a holcpe十aI a 
Pedicularis yezoensis 
1ぉe「ls dentaすav kimurana 

Arすemisiasinanens's 
Luzu I a ros↑ra十a
Con l。sel,numfilicinum 
Pedicularis chamissonis v. japonica 
Hieracium jopcnicum 

T'ol I ius riedel ianus v japonicus 
Vacci oi um。valifol ium 
Tripei・aleia brae十ee十a
Po十en十iI la stcloni+era 
Goykinia lycoc↑cni fol i a 
Pl a十anthe.raohrydioides v 十akadana
Lilium medeoloides 
Orch is a「ista十a
Vera十rumg「andif loi-um 
Vera十「ums十arrineum

lxe' is den十a十av. k'murana f albescens 
Rurrex mon十anus
Coe lop I eurum汀ul十isec十um
日eae 十eつ
So cngo virgaurna v. gigan十ea

Carex blepharica「pa

Deschanpsia tlexuosa 
Polygonum vivipa「um
He l。ηiopsi s O「ien十aIi s 
Luzu I a o I i gan十ha
Viol a b「evis十ipu I a十a

Viola biflo「a
Carex flavocuspis 
Mees u. Flech十en-

Pogona↑um alpinum 
Cladon<a rangilerina 
Ce十rnria islandica v. orien十aIi s 

日「achyすheelum「ef lexum 

I 2 3 4 5 6 
K K K K Ki Ki 
297 296 278 132 35 76 
2520 2620 2620 2600 276C 2761 
ENE N SSE SSE SSE 
20 32 20 - 25 35 
4 4 4.5 4 20 16 
88 98 9c 90 90 95 
18 21 23 21 18 19 
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AuBerdem je e i円相 lin Ltd Nr 2oDi C「a門umspec 1.2, Cal I ieroonel la schreberi 
1 2; i「13, Gentiana nipponica 2.2,. Vaccinium v i十1sidaea .. 2, i内 4・Rcacomi十「lum 
spec 2.3, Pe 1十ige「aspec ., Leuco十・fioegrayana v. glaue<na •. 3, Euph「asia 
insignis 2.3, Pi a十an十here十ipuloidesv nipponica • . 2 , Lyco~od i u m siすchensev. 
門ikoe門se 1.2, Carex oxyandra • 2; in 5; Carex py「enaica • 2, Phy I lodoce aleu十ica 
• . 2 , Sibbaldia proc叩 bens • ; in 5, Agros十is bcrealis., Parnassia palustr's • 。

Fun do「十e Nagakabe-yamo i m Hi da-Geb i rge {I I, Choga十ake im Hide Gebi 「ge(2, 3), 
。十aki yama im Hida-Gebirge (4), Kisokomaga↑ake im Kiso-Gebirge (5,6l 

今回これに木曽駒ヶ岳の千丈敷，駒飼の池両カール底のものと，上高地の大滝山と蝶ケ岳

の二重山稜底に生ずる ものを加えて独立の群集とすることにしたい。

ハクサンボウフウーモミ ジカラマツj伴集はまだ調査例が少ないので下位単位の区分は後

考を期したい。

本群集と近似，あるいは同ーと思われるものに， ｜主l山から報告されたモ工 ジガサ ショ

ウジョウ スゲ群集 （菅沼1970）がある。この：Ill集の記載によればその環境はハクサンボウ

フウ モミ ジカラマツ群集のある部分によく一致する。しかしその種類組成は極めて特異

でブナ帯以 下に生ずるモ ミジガサが優占して生ずること，高山風衝草原によく結びついた
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ミヤマノガリヤスが出現することなど l盟I~庁しがたいilffがあるが，おそらくモミジガサとし

たのは写真などから判断してモミジカラ マツの誤認と思われるし， ミヤマノガリヤスとさ

れたものもとゲノガリヤスであろう。

ハクサンボウフウ モミジカラマツ併集とクロユリータカネヨモギ併集は，クロユリ，

ウサギギク，イトキンスゲ，タカネヤハズハハコなどを区分1霊にクロユリ ウサギギクーし

群集にまとめられる。よ記の区分植は何れもチングルマl洋諸問の雪’田植物前二務とも共通する

が，全般の比較からして，このように取り扱うのが最良と考える。赤石山系ではショウジ

ョウパカスコイワカ刀ミなども鮮集の区分種として用い得る。雪田植物群落との比較考

察は後報予定の“日本の高山雪田植物群落川において述べたL、。

9. ミヤマドジョウツナギーオクヤマワラビ群集 （表 12)

Glyceria alnasteretum-A thyrium alpestre-Ass. nov. 

乗鞍岳およひや飛目ll'l山系の雪’｜：日斜面のうち， コミ型の1僚の多い所にはオクヤマワラビの多い

群落がある。オクヤマワラビは北半球の高111と寒帯lこ広く分布しているが，そのどこでも

礁の多い雪国底と結びついている（例えば NoRDHAGEN1927など〉。 日本における生育環

境もスカンジナビア，アイスランド，ア ラスカなどの各地の例と極めて良く一致するが，

日オ立のオクヤマワラビ1t下落はミヤマドジョウツナギ， ミヤマキンパイ， ウラジロタデなど

日本およびその周辺地域に特有な極群を混生するから，若手集としては独立のものとして認

め，北半球の数個の地域群集をオクヤマワラヒ上群集にまとめるのが良いと考える。

ミヤマドジョウツナギーオクヤマワラビ群集は，かなり広い範囲にわたって分布するの

でいくつかの下位単位が認められる。例えば乗鞍岳に見られるように小水流の縁に位置す

るものではミヤマイが混生するミヤマイ亜群集として区分できるなどである。

オクヤマワラビは東北地方から北海道にも分布するが，その組成は飛騨山系のものと大

差ない。それらの組成表等は次号で扱う。

1 o. イワオウギータイツリオウギ群集 （表 13)

Hedysaro・Astragaletummembranaceae AsANo et Suz.-To1c 1967 

赤石山系の主稜線の南西側には大規模な崩よ＠：±也が多L、。この崩壊士山の周辺および崩壊士山

中の小安定地にはイワオウギ，タカネナデシスタカネコウリンカ， ミネウスユキソウ，

タイツリオウギ， タカネボウフウ， ミヤマアシボソスゲなど多数の種で特徴づけられる広

葉草原が見出される。このir下落に対し著者はキタダケイチゴツナギーミヤマアシボソスゲ
群集の;g，を与えた（大場1967)が，同年に浅野 ・鈴木によってイワオウギ タイツリオウ
キ＇.＇／）'(o集のぞlが有効に出版されているのでその名を採ることにしたL、。

三伏11時，似｜丈岳馬／背，型岳，光岳などに代表されるこの大崩壊は飛騨山系の崩壊が；t

として東面に発達するのと対照をなしている。赤石山系の崩壊が主として風衝，寡雪，乾

燥を原因とするのに対し ， 飛！~l[iU1系のそれは断層などの大地形的要因と共に多雪にもとづ

く雪創！が火きな原因となっている。

イワオウギータイツリオウギ昨集は上述のように乾燥した風当りの強い斜面に生じ，JJ)j 
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l＝アシポソスゲーイワオウギ群集

2＝イワオウギータイ ツリオウギ群集

Verbreitung der Staudenfluren-Gesellschaften, die um Schutthalden vo1 kornmen. 

Senecioni takedanae-Hedysaretum vicioides Ass.-Gruppe 

1 =Carici scitae brevisquarnae-Hedysaretum vicioides 

2 =Hedysaro・Astragaletummembranaceae 
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J裂に沿って上下に細長く伸びており，2450m附近から29QQm附近にまで及んでいる。しか

しその分布の中心は2600～2700mの森林限界のやや上部にある。

i洋落の立地は全般に乾燥に傾くが，窃から植生が捕捉する水分も多く，また崩壊斜面の

磯の下層を流下する水も比較的多く，群落はかなり密な植被をもっている。また風をとも

なった霧がもたらす水分によ る一時的多湿とその後の乾燥の両極端によく適応した蘇類，

特にフト ゴケの量が多いのが著しい。

イワオウギ タイツリオウギ群集は赤石山系に固有あるいは桁産の植物を最も多く含む

群落であって，キタダケイチゴツナギ，キタダケヨモギ，キタダケトリカブト，アカイシ

リンドウ， ニョホウチド リ，ホテイアツモリなどが見出される。

崩壊地に生ずるため，崩壊地植生の構成種が混在することが多く，それがまた他の広柴

草原との識別の役を成している。 その例としてはミヤマミミナグサ， ミヤマオトコヨモ

ギ， ミヤマウイキョウなどが挙げられる。しかしそれを基礎に崩壊地から崩壊地周辺型の

広葉草原までを一括して一つの植生単位として扱うことはできなし、。崩壊地植生の構成種

が崩壊地に時空的に隣接する群落に混在することはどこでも認められる所で，たとえば階

段状構造土の安定化につれて裸出地のウルップソウがオヤマノエンドウ ヒゲハリスゲ併

集の風衝草原中に残存生育するようなのもその一例である（OH川 1974）。 このような疎

生植生とそれに隣り あう密集植物群落との関係は従来とかく混同して同ーの植生単位にま

とめられてしまうことが多かった。高山，亜高山以外の例を挙げるならば， if,,[1向上1山におけ

るアツケシソ ウ群綱とウラギク群綱の関係，特に日本ではチシマドジョウ ツナギの形成す

る密集群落とそれに隣りあうアツケシソウの疎生昨務の関係，ifij浜砂J王ではオカヒジキ群

落とコウボウムギ群落の関係，あるいはヨーロッ パにおける Corynepholeteaの取り扱

L、などを例示しておきたい。何れにしても植生分類は無作為，多］[Iの調査を機械的に作表

操作する こ とに よ っては完成されない。 シャ ー プな観察と·［｝＇（~な調査によって得られた調

査票と，植物群落分類大系に対する十全な理解と判断のみが正しL、植生単位観を与えてく

れるものであることを強調したし、。鈴木時夫他 (1967)のイワオウギir下回は崩壊地，！ム京
草原，成衝草原の三群のj洋綱を一括したものであることを指摘しておきたい。

イワオウギ タイツリオウギ群集は次の下位単位に区分される。

a. 典型亙 群 集

Typische Su bass. nov. 

仙丈岳から光岳にわたる崩壊地周辺に見られる。最も多い｝；；）而は，崩壊地中に差別浸蝕

で残った岩頭をたよりに，その直下の崩落石礁のあまり通過しない部分に烏状に生ずるも

ので，時には深い谷状の崩壊地では，その谷壁に－jj'jjに着生することもある。このうち型

岳および光岳のやや低海抜地に生ずるものはミ ヤマウシ ノケクV人 ミヤマ ウイキヨウ，タ

カネコンギク，ヤハズハハコ，イタドリ等の種JJ’lによ ってミヤマウンノケグサ変群集と し

て区分できる c また千枚岳および（!11丈firでは破1みされた些i』；の多く露呈する斜而にキタ ダ

ケヨモギとコメススキで識別されるキタダケヨモギ変J作集が認められる G
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b. タカネグンナイフウロ亜群集

Subass. von Geranium eriostemon var. reinii f. onoei nov. 

主として三伏11!＋・以北のj』j域地周辺では，やや安定て”土峻発達も見られる立地にタカネグ

ンナイ フウロ， ミヤマキンポウゲ， ミヤマアワ ガエリ， ヤツガタケタ ンポポ等の適湿地を

好む極が多く生ずる植分があり，タカネグンナイフウロ亜群集として区分される。この亜

群集はイ ワオウギータイツリオ ウギj洋集のうちセンジョウアザミーミヤマシシウド群集の

環境に近ずいたもので，時にはこの阿群集が相接して生じている場合もある。このうち三

伏峠のダケカンソ汁！？務が風Jilli，崩壊で；退行した跡地のJJ)jJ袋上縁の風角地にはオヤマリンド

ウ，キイトスゲなどで区分されるオヤマリン ドウ変j伴集がある。また北岳周辺のカーノレ地

形内に形成されるやや標高の高い位置の崩壊地周辺ではハクサンイチゲ，オンタデ，ハゴ

ロモグサ，チシマ ヨモギなどで区分されるオンタデ変併集がある。オンタデ変群集はまた

穴磁の多い崖自I上にも生ずる。

11. アシボソスゲーイワオウギ群集 （表 14)

Carex scita var. brevisquama-Hedysarum vicioides-Ass. nov. 
t 

飛出i'fi山系てーは赤石山系に見られるような南西方向への崩壊地は数少なし崩壊地周辺型

の広葉草原も限られている。しかし白馬岳，左俣岳，金！ノ；木岳などでは，小規模ながら赤

石！Li系のイワオウギータイツリオウギ群集に近似した崩j袋， 風衝型の広柴草原を観察し

た。ここでは赤イゴ山系に特有のキタダケイチゴツナギ，キタダケヨモギなどが欠け， ミヤ

マアシボソスゲに主主わってアシボソスゲが生ずるなどの異点があり，アシボソスゲーイワ

オウギ群集として区分できる。

アシポソスゲ イワオウギ抑集はイワオウギータイツリオウギ群集と比較してタイ ツリ

オウギを欠き，タカネコウリンカなどのiTI:が少ないなどの差異があるほか，より強L、風径j

l也に':I三ずるために群稀：高が低く，オオウシノケグサのi'i'iの噌大が目立っている。また場所

によ ってはオヤマノエンド ウーヒゲハリスゲ］洋集のやや低海抜地における代理群落の様相

をも呈し 3 チシマギキョウ， トウヤクリンドウ，ユキワリシオガマ等風衝草原に重点のあ

る種の混紅が若しい。群集の生育地は崩域地隣接地というよりも，風化した崩落しやすい

母岩上を占め，比較的急傾斜で風を強く受ける尾根附近，あるいはピーク附近に位置して

L、る。

イワオウギータイツリオウギ n~下集とアシボソスゲーイワオウギ 群集は， タカネボウフ

ウ， ミネウスユキソウ， グモマシパスゲ，タカネコクリンカ， リシリオウギ，シロウマオ

ウギ， オノエ リンドウなどを区分砲として，グカネコウリ ンカーイワ オウギ上群集にまと

められるυ グ力ネコウリンカーイワオウギ l二：Hf柴に属すべき群落は地JIムフロ ラ両面から

見て八ケ町111併にも産するはずであるが，｜汗j詳細は明らかではない。ここには横岳附近で

得た本上jff集に属する杯l分の調布例を挙げておく。
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アザミ類についての付記 日本の亜高山広葉草原において，地域的特色を最もよく現わ

しているのがトウヒレン属とアザミ属の植物である。このうちトウヒレン属植物は各種の

形態的区分が明確で混乱を生ずる恐れは少なし、。しかしアザミ属は各地域の広葉草原で量

頻度共に多いのにも係らず， その分類が尚不充分な点が多く， 区分種として採用するに

当っても問題が多い。本報を取りまとめるに当って関係のあるアザミ類を一応再検討した

が， l当研究を要する点が少なくない。ここでは従来の分類と異なった見解の生じたものの

みについて触れておきたい。

飛騨山系に多いタテヤマアザミはダイニチアザミ〔Cirsiumba~ anum KonJZ〕の変種

として G.bobanm var. otayaeを用うるのが一般である。しかし ダイニチアザミは白馬

岳のー峯である小蓮華岳（大日岳〉で採られたものが基準標本で，その後この附近で採ら

れた標本が数枚あるのみで他に産地が知られていない。これらの楳本を検すると，明らか

に花時にも根生葉の残るグループに属するもので，タテヤマアザミ，センジョウアザミな

ど花時根生葉を欠くグループとは明らかに異 なっている。 しかしその一花部，総在の形状

はタテヤマアザミに近似している。これらの全形はタテヤマアザミとオニアザミ （C.ni-

pponense）との中間的性格を示し， ダイニチアザミはこの両種の雑種に起源するもので

あろうと考えられる。ちなみに小蓮華岳周辺の亜高山帯から高山帯にかけて広く産するの

はタテヤマアザミとオニアザミのみであるのもこの推測を裏づけている。またダイニチア

ザミの産量が極めて少ないのも雑種起源によるものと考えられる。それ故タ テヤマアザミ

をダイニチアザミの変種として扱うことはできなL、。タテヤマアザミの学名として最も早

いのは C.fauriei NAKAIであるがこれは御岳（二階重楼2220Tl)と木曽上松 CFAURIE 

7034 KYO）の標本が原記載に引用してある。このうち御岳のものはタテヤマアザミであ

るが， 北村1934によれば上松産のものはタイアザミであるとLづ 。また C.faurieiの原

記載は上松産のものに一致するとしている（北村1934）。示種名の基となった fAURIE の

採品がタテヤマアザミでないとすれば，この名をタテヤマアザミに用うるのは閉題が多い

のでその後に発表された C.otayae KITAMURA を採用するのが最も穏当であろう。

木曽山脈の亜高山市＇tこは， タテヤマアザミに近似した一種のアザミが広く分布してい
る。葉形などおおむねタテヤマアザミに一致するが葉裏や総在に薄くクモ毛のあること，

ー茎に着く頭花の数が多いことなどで異なっている。これに類したものとして木曽山脈の

ブナ帯から記録されたキソウラジロアザミ （Cirsiumnorikurense var. l<.isoense YA 

MAZAKI et AsANo）がある。しかしこれは深く切れ込んだ葉を持っており一応別の Taxon 

と考えられる。また近似したものにウラジロカガノアザミ（C.furusei KITAMURA）があ

り，この極は木曽山脈の亜高山帯に広く分布するらしいく杉本順一 ・長野県植物総目録〉。

これがタテヤマアザミ近似の一品を指すものであろうことはほぼ問題ないと考えられる。

この C.furusei KITAMURAは原記載によれば総直片に刺があるなど疑問の余地があるが

一応この名を使っておきたい。

ヤツガタケアザミはこれまでタイアサミの変種とされることが多かったが， 筆者の見る

限り長梗を有する頭花，長い総在外片，葉形などの形質でタテヤマアザミ，センジョウア

ザミと近縁のものと考えられ，独立種として扱うのがよいと思う。またこれまでヤツガタ

ケアザミが日光にも分布することになっていたが， 日光の高い所に産するものは確かに一

見ヤツガタケアザミに近い形だが，頭花はしばしば短梗しか持たず， 長梗のある場合てーも

花が接近して着き，全体に頭花が多く着く。 また総在片の外片は明らかに内片より短か
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L、などの諸点で異なっている。この日光産のものは最近発表のオネトネアザミ C.ni/Jρ0・

nicum var. alpestγe KITAMURA）に含めるのが妥当と考えられる。

タテヤマアザミ，センジョウアザミ，ヤツガタケアザミ ，ウ ラジロカガノ アザミ（？〉

の一群はガンジュアザミを含めて本州、｜の亜高山に適応分化した互いに近縁な種群と考えら

れる。しかしブナ帯に本拠を持つ近似の種群との関係はかならずしも明瞭ではなく更に検

討が必要である。

' -
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Pl. 16 

写真 2.崖錐上の広葉草原，センジョウアザミーミヤマシシウド群集（北岳〉。

Das Cirsio senjoensis-Angelicetum auf stabi!er Schutthang〔Kita-dakeim Akaishi-Gebirge). 



写真 3.崩壊地から吹き越す風衝斜面に生ずるセ

ンジョウアザミ ミヤマシシウド群集（三伏峠〕。
Eine Staudenfluren-Standort neben Schutthang, 

wo stark Wind bHi.j3t (Sampuku Pa/3 im Aka-

ishi-Gebirge). 

Pl. 17 

写真 4.センジョウアザミーミヤマシシウド群集

（大日影山〉。
Das Cirsio senjoensis-Angelicetum 

(Ohikage-yama im Akaishi-Gebirge). 



Pl, 18 

写真 5. ウラジロカガノアザミークロトウヒレン群集（木曽駒ヶ岳〉。

Das Cirsio furusei-Saussuretum nikoensis sessiliflorae (Kisokomagatake im Kiso-Gebirge). 



写真 6.崩壊地周辺の岩稜上に
生ずるイワオウギータイツリオ

ウギ群集（三伏峠〉。
Hedysao圃Astragaleturnme-
rnbranaceae um Schutthang 

(Sampuku Pa戸 im Akaishi-
Gebirge). 

写真 7.岩屑流周辺の広葉草原，
タテヤマアザミミヤマシシウ

ド群集，コカラマツ亜群集（穂

高・岳沢〉
Die Subass. von Thalictrurn 

minus var. stipellatum des 

Cirsio otayae-Aconitetum 

senanensis um kriechende 

Schutt (Hotaka dake im Hi-
da田Gebirge).

Pl. 19 



Pl. 20 

写真 8.雪国底の露岩周辺に生ずるミヤマドジョウツナギーオグヤマワラビ群集（乗鞍岳〉。

Das Glycerio・Athyrietumalpestris (Norikura-dake). 




